
 
名画がずら～り、スケッチ大会 
１日（火）。阿蘇神社、道の駅たのうら、活性化センター、

中学校周辺に分かれてスケッチ開始。友達とおしゃべりしな

がら絵を描き、自分で作った弁当（マイ弁当の日）を食べ、昼

休みは遊具で遊び。ゆったりとした時間を楽しむことができ

ました。故郷の風景をゆっくりと眺め、きれいだなと感じる時

間はとても貴重です。田浦

を離れてもこの風景を思

い出して欲しいですね。 

作品は更に筆を重ね、文

化祭で展示します。 

福祉体験学習 

３日（木）・４日（金）の２日間、３年生は

「野坂の浦荘」と「どんぐりの家」で福祉体

験学習を行いました。両施設には大変お世話

になりました。９月に認知症サポーター養成

講座で学んだことを生かしながらの体験で、２年時の職場体験学習よりも更に学習が深まりまし

た。おじいちゃん、おばあちゃん、よか孫たちにお任せください！ 

１年生オイシイイワシフライ 

３日（木）、櫻田栄養教諭（佐敷中）にもご協力いただ

き、イワシフライに挑戦！校長室のドアを開け「また俺

達です。」とニコニコの４人。誰に届けるかジャンケン

で勝ったそうです。「エラに指を入れて、グッと！」ではおっかなびっ

くりでしたが、「あぁっ！うま～い！」と叫びたくなるおいしさでした。 

うたせ船・塩づくり・魚フライ体験 

８日（火）、芦北町農林水産課と芦北町漁協のご協

力により、芦北の伝統的漁法である「うたせ船漁」

体験と町の事業である温泉水での「塩づくり」体験

を行いました。魚フライづくりでは、担任坂本先生

も三枚おろしに初挑戦、ワンランクアップしました。

太刀魚を釣り上げたのは無心・無欲・無言で挑んだ

２人とのことでした。船上での昼食も最高でした。 
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【秘密の部屋】各小学校の校歌をＨＰの「校歌・ＰＴＡの歌」のコーナーにもアップしました！  
 
『旧 田浦小学校校歌』       昭和２７年３月１３日制定 

作詞：山口白陽   作曲：滝本泰三 
１ 太田の浜の白波に 野坂の浦の歌を聞き  

もかけの松のみやしろに 歴史のあとを仰ぎ見て 学ぶよわれら朝夕に 
２ 伝えも古き牧山に 見おろす村のいとなみや  

さざ波寄する殿島の 漁（いさ）りの舟と競いつつ 励むよわれら雨風に 
３ 海辺の塘（とも）に咲わたる 桜の花をしるしとし  

藤なみゆるる真清水（ましみず）の 泉と絶えず勉めつつ 進むよわれら日々月に 
  

 
『小田浦小学校校歌』        昭和３８年６月１５日制定 

作詞：山口白陽   作曲：出田賢二  

１ 潮の香送る浜風に 松が枝鳴らす和田の山  
   そびゆる岩は雲を呼び 流るる川は歌を呼ぶ われらの母校 小田浦 
２ 南の国の青空に 汽笛の響こだまして  

   甘夏香る丘つづき とうとい汗のいとなみを 仰いで学ぶ 小田浦 
３ 若木の生命限りなく のびゆく力鍛えつつ  

希望は燃ゆる不知火の 海より遠くひらけゆく われらの母校 小田浦 
 

 
『井牟田小学校校歌』        昭和３０年１月制定 

作詞：山口白陽   作曲：妻城良夫  
１ 黄金が浜は青い風 沖にはかすむ島つづき  

波もきらめく不知火の 海にかもめの歌がよぶ ここよわれらの井牟田校 
２ ゆたかに実る田をこえて 藤原山はうす緑 

   晴れて明るい大空に 雲は希望の夢とわく たのしわれらの井牟田校 
３ 上下井牟田波多島の 三村の人が手をくんで 

   一つ心にはげむとき 井牟田の泉いつまでも のびるわれらの井牟田校 
 

 
『海浦小学校校歌』         昭和３４年４月２６日制定 

作詞：江原白村   作曲：廻 政純  
１ 海は晴れそみ波しずか 峰はみどりによそおえる 

   ゆかし野坂の古歌に生く 入江にたてりわが母校 
２ 仰げこの峰 歌え海 和むわれらの学び舎は 

白砂の浜にいろどられ 幸にめぐまれ映えわたる 
３ 平和に香る海の浦 伸びゆく郷土の栄光を 

   祈りて立たんああわれら 母校よ永遠（とわ）に栄あれ 
 

 
『大岩小学校校歌』         昭和１１年９月１日制定 

作詞：金森 宏   作曲：岡本敏明  
１ 連山めぐるふるさとの 千春万秋うるわしく  

瀬鳴りの音もこもらいて 平和の光輝けり 
２ 遠き昔は文禄の 御代に知られし牧山の 
  秀峯天にそそり立つ 高きはわれらの理想なり 

３ 学びの道をひとすじに 赤き心のまこともて 
   いざや進まんむつまじく われらに希望の光あり 
 


